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｢宇久島PRに向|ﾅた地域活性プロジェクト」

その1 ガンガゼ魚醤油の醸造及び魚醤油を活用した商品開発

長崎県立宇久高等学校普通科3学年
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団体名2年地産食品開発班

発表題目宇久島PRに向けた地域活性プロジェクト

～ガンガゼ魚醤油の醸造及び魚醤油を活用した商品開発～

指導者名川口恭子、大久保加奈子、田中蝿真、山佐菜月

生徒氏名中村紘輔、平田期、横山佳祐、内野真菜、

川端智、中村桃子

1．研究の背景・動機

宇久島は五島列島の股北端にある、人口約2000人の小さな島である。島の主な産業は牒業と漁業で、漁業

を営む人は島民の約10％ほどである。宇久の漁協の方日く、近年ウニの仲間であるガンガゼが増加し、その

結果アワビやサザエなどの漁独蹴が減少しているという。そのためガンガゼの駆除を年2回行っているが、駆

除されたガンガゼの有効活用方法はなかった。昨年度宇久高等学校の2年生が、この駆除されたガンガゼを用

いた魚醤油の開発に成功し、さらにその魚醤油の活用のレシピも考案した。本年度はその研究を引き継ぎ、よ

りおいしいガンガゼ魚醤油の砿造と魚醤油を活用したレシピ開発を行った。

2．目的・意義

･駆除されたガンガゼや市場での商品価値が比較的低い魚を、魚醤油として加工することで有効活用する。

･魚醤油を使ったレシピを考案し、魚醤油の汎用性や利用価値を高める。

3．研究方法

①魚醤油の砿造

昨年同様､原材料としてガンガゼを使用。さらに市場での商品価値が比較的低いオジサンとイラを原材料

として用い、食塩水と乾燥変麹を混ぜ合わせて約7ヶ月間発酵させ、3種類の魚醤油を砿造した。
②魚醤油を使った商品・レシピの開発

魚醤油を活用したレシピを試作・検討し、マドレーヌ、スイートポテト、ドレッシング、焼きおにぎり、

うどんスープ、せんべい、みたらしだんごなどを考案した。また、あられ茶房（宇久町平）に魚溌油を活用

したレシピを考案していただき、料理への使い方などもアドバイスしていただいた。

③産業まつりでの販売

11月11日の産業祭りにおいて、マドレーヌ、スイートポテト、ギョッキー（昨年度2年生考案のクッキ

ー）を各100円で、各稚魚醤油120mlを600円で販売した。商品パッケージは手書きの文字・イラストで作
成。醸造過程の動画作成を行い、魚醤油のラベルにQRコードを貼り付けるなど、PRにも力を入れた。

④成分分析

6月6日から約4週間おきに魚播油をサンプリングし、遊離アミノ酸分析を行った。今年度醸造した3秘
類の魚醤油と昨年度砿造した2種類の魚醤油との比較､および産業祭りで実施したアンケート結果と成分分
析の結果との比較検討を行った。

4．結果・考察

･魚醤油については、成分分析の結果から発酵期間を長くしてもアミノ酸量i間増えるわけではないことがわ

かった。また、材料に含まれるタンパク質量が多いほど魚醤油のアミノ酸量も多いことが考えられる。
･魚醤油は他の醤油と比べて､塩分濃度が高い､冷めると香りが強くなるという特性があることがわかった。
また数多くの試卿作の中で、うどんのだしやドレッシングは、作りやすく魚醤油のうまみも活かされており

特に好評であった。だしやドレッシングはただの魚醤油よりも手軽に使えるため需要も商いと考えられ

る。

5．結論・今後の展望

･ガンガゼ魚醤油は、カラの部分は使わず、タンパク質の多い身の部分のみを像使用する。

･魚を用いた魚醤油においては、魚のタンパク質量を調べ、その数値が低い魚については分批を増やす。

また、商品fllil値の低い魚の中でタンパク質拙が多いものがあれば、魚醤油に使用することを検討する。
･魚醤油の活用法として、より汎用性の高い2次加工品（ドレッシングやタレ）を開発する。

塵

偲
帥
麺

！
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兼魚醤油作り兼 2年地産食品班
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思っていたよりもろ過するのに時

間がかかりました。

己／ 、☆コメント☆
★思っていたよりも魚しょうゆを作るのは大変でした。

★作り始めたときはしょうゆになるか不安だったけど、

徐々に水分が増えてきて最後には形になったので嬉
しかったです。
★重労働できつかった！！

★初めは匂いがきつかったが､だんだんしょうゆに近
づいてきて良かった。
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遊離アミノ酸分析 2年地産食品班

うま味は、主にグルタミン酸やアスパラギン酸などのアミノ酸によって生じる味覚である。
醸造した魚醤油のうま味を評価するため、液体クロマトグラフィーで遊離アミノ酸の分析を行
い、昨年の魚醤油との比較を行った。

図1は昨年度・今年度の魚醤油の遊離アミノ酸量を、市販の魚醤油(小値賀産)を基準1として
規格化したものである。図2は6/6～10/22の魚醤油のサンプルの総遊離アミノ酸量の変化を示し
ている。
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図2遊離アミノ酸量の変化

結果

今年のガンガゼ魚醤油は昨年に比べグルタミン酸(Glu)やアスパラギン酸(Asp)の量は増加した。
ガンガゼ魚醤油の総遊離アミノ酸量は、サンプルを採取し始めた6／6と終点の10／22で大き
な変化は見られなかった。

考察

一般にウニの仲間の殻の主成分は炭酸カルシウム等が占める割合が多く、タンパク質含有割
合は中身の生殖腺のほうが多い。魚醤油のアミノ酸は原材料のタンパク質が酵素により分解さ
れることによって生じるため、ガンガゼ魚醤油の遊離アミノ酸量の増加については、醸造の際

に使用する部分（昨年度殻十中身(生殖腺)‐>今年度中身(生殖腺)のみ）の変更が大きく影響
していると考えられる。

総遊離アミノ酸量の変化のグラフより、仕込み時に遊離アミノ酸量が0だと仮定すると、ア
ミノ酸量の急激な増加は、仕込みから約1ヵ月半以内に起こると予想される。これより、醸造
期間の延長はアミノ酸量の大きな変化には寄与していないと考えられる。しかし、9月末頃か
ら香りの変化を感じられるようになったことから、醤油らしい香りや風味を得るにはある程度
の醸造期間が必要になると考えられる。
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2年地産食品班

管バｯｹージデザｲﾝ

|’

．

魚醤油

宇久

厭き秘か餓魁/

羅雲;；
ギャグ考案:中村紘輔平田期横山佳祐

イラの産地はうぐだイラ(宇久平） ガンガンいくぜ！ オジサンの芳醇なかおり…。

マドレーヌスイートポテトギョッキー

作:中村桃子

宇久高校の校章をてアブにし､宇久島の｢う｣の字
を9個ならべて商品をイメージした色をつけました。

商品文字

瞳篭蓋“玉
島
長典奇宇久

列
島

最
北
端

作:内野真菜川端智中村桃子

;雲
と油
で
と

魚醤油やお菓子のパッケージの文字を筆で書きました
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ガンガゼ魚醤油を使ったお菓子づくり琴 地産食品班

フードの時間や総学などを
使って試作

蕊↓
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画□
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■宇一

’木寺さんにアドバイスをも
らいながら再度試作

！すい一とぽてと試作過程

「

に〉
凸

クッキー生地に包むクッキーに乗せる丸める

'‘リ
“風．

I B可

長方形､ﾏﾌｨﾝ型バナナ入り､ﾏﾌｨﾝ型I貝殻型

まどれいぬ試作過程
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付録2年地産食品班

産業祭で魚醤油を職入した方にレシピを配付

しました。昨年度、魚醤油の使い道についての

課題があったので､今年度は開発したレシピを

配付するという形を取りました。

砂■大さじ1

ずりごま大さじ2

マヨネーズ大さじ2

ご疲趨小さじ1

【材刷】魚禽油小さじ』

齢小さじ2

’
【つくり方】材料冠混ぜるだけ

【ひとくちメモ】さらさらし殖食餓が齢好みの方は、ゴマの艮撤側らしてください。 魚醤油を
使った
レシピ

園幅贈閏ドﾚﾂｼﾝ，
負型適大さじ1砂穂大さじ1酌大さじ】

ご康油大さじ1ごま通■

◎嘩農料（ごま以外》はすべ分量が大さじ1で覚えやすい！

【卿肌】

本日は私たちが作った魚醤油をお買い

上げいただき、どうもありがとうござ

います。魚醤油を使った簡単なレシピ

を考えてみました。ぜひ試してみてく

ださい。宇久高校2学年

【つくり方】材科まぜるだけ

【ひとくちメモ】ごまと鹸圃…がして．とてもおいしいです．

説すすめNO．1

魚醤油うどん(つゆ）

r

‘二一
ぜひ作ってみてね焼きおにぎり

★魚召油小さじ2☆みりん小さじ2【4抑9】米1合

★ごま油小さじ1★和風だし小さじ1

★住堀瞳合

作る

【＝ ＆

:P．,;寺識遡総思墜塑鎚
【ひとくちメモ】ご竃に蕊

一

１
－

● 醤油マドレーヌ
》
一

〃
口
且ベーキングン【卿料】薄力扮

砂時

50g

509
ハロα鼻｡､0詮
9位紗生Bud間

》
・
ロ
－１

．
一
一

溶かしバター50q圃油小さじ1
一一や毒つ－争一一一

1超コンデンスミルク159FiH

3油を.-つた型に2を濠し

入れて予舶しだオーブン

180度．1S~20分焼く．竹

顛をさして何もつか瞳けれ

ばOK

2卵。溶かしバター・コンデ

ンスミノレク・渥灘雷加えてよ

ﾛーューーョ

1ボウルに⑭力肪･ペーキ

ングパウダー・砂瞳琶入れ

て泡立て鰯でよく混ぜる． く鰹ぜる．

「
'』ー

塔L二一

【棚料】 だし汁300cc魚囲油大さじ1みりん大さじ1/2

塩小さじ1/2うど人知1人的

【つくり方】うどん竃以外の材料を鍋に入れ．火にかける｡

和し廷ら聾を入れ．ひと魚立毎さ瞳る･お好みの具材を卸えて完竪

【ひとくちメモ】ふつうの瞳しに魚置油奄ちょっと加えるだけで壱おいしさUPし窪すぷ
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付録2年地産食品班

あられ茶房柿田さん考案1家で作れる簡単魚醤油レシピ

魚醤油の可能性をもっと広げるために、あられ茶房

「家で作れる簡単魚醤油レシピ」を考案して頂きま

いしく、簡』Mに出来る料理です。ぜひご家庭で作っ

スタミナマヨネーズ
両

＝
－

＝

島野菜と魚醤のペペロンチーノ

の柿田裕哉さんに

した。どれもとてもお

てみてください。

【材料】（比）

マヨネーズ10

焼き肉のタレ2

魚醤油 1

一

【作り方】

材料を混ぜ合わせる。

＝ ’

､震金
少、

【材料】（一人分）

水100cc魚醤油10cc

ベーコン塩胡淑鷹の爪

野菜スパゲッティ

ニンニクオリーブオイル

【作り方】

①フライパンにオリーブオイル、にんにく、タカノツメ、ペーコンを入れ、強火で

妙める。

②野菜、魚醤油、水を入れ、妙める。

③茄でたパスタを入れ、さっと妙めて盛りつける。塩こしょうで味をととのえる。

沖あらかぶと魚醤油の島ご飯
＜炊き込みご賑＞

【材料】

米1合出汁200ml

【作り方】

すべての材料を炊き込む。

魚醤油20mIみりん20mI

理 ＜混ぜご飯＞（比）
【材料】

みりん2酒2濠ロ醤油1魚醤油1

【作り方】

炊いたご飯と材料を混ぜ合わせる。

謝辞

魚醤油の醸造指騨・助菖を頂いた宇久観光協会会長村上正一様、
魚醤油の醸造指導・助曹を頂いた宇久小値慨漁業協同組合指導員の皆様、

魚醤油の髄造指導、遊離アミノ酸分析等、技術指騨を頂いた
長崎県県北振興局商工水産部県北水産業普及指導センター

魚醤油を活用したお菓子作りの指導・助盈を頂いた筑豊製菓株式会社木寺岳人様、

魚醤油を活用したお菓子作りの協力をして頂いた川村商店木寺剛士様、
魚醤油を活用したレシピを考案していただいたあられ茶房柿田裕哉様、

魚醤油の醸造活動をPRしていただいた宇久地域おこし協力隊北原美穂子嫌他、

多くの方々にご協力を賜りました。ありがとうございました。

松本欣弘綴、
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UkuLabo生徒報告書 2年地産食品開発班

①発表会をしてみての気づき．反省

・目先のことだけを考えるのでなく全体を見通して計画的に進めることが大切（早めに取り組む)。

・ちょっとした変化などを継続して記録しておく（魚醤油の状態・お菓子の試作の変更点)。

・研究にはたくさんの時間と労力が必要である。

・パワーポイントを用いて発表をするときは、文字の大きさや色に気をつける。

．難しいことをいかに簡単に伝えるかが大切だとわかった。

．どうすればわかりやすく聞き手に聞いてもらえるかを考える。

・秘・料集めは抜かりなく。まず自分たちが研究内容を理解する。

・魚畿油に同封したアンケートはほとんど集まらなかった。産業祭が終わった後の回収は難しい。

魚勝油のラベルに戦せていたQRコードに、広告動画だけでなくアンケートも記入できるように

するなどの工夫が必要だと思った。

②アンケート結果を受けての気づき.反省

・年齢問わず楽しませることができた。

・雌しい内容も劇を取り入れて発表することで、小学生・中学生にもおもしろく、わかりやすく伝

えることができた。

・UkuLaboの活動を発表することで、多くの人に興味を持ってもらうことができた。

③来年度に生かしたいこと

・目先のことだけ考えるのではなく、全体を見通して計画的に活動しようと思った。

・活動の過程は細かいことでも写真や記録に残していった方がよい（記録には日付もつける)。

．難しい内容は劇などでおもしろく発表したほうが伝わりやすい。

・パワーポイントなどの使い方が身についたので、来年度の発表はより完成度の商いスライドを作

りたい。

④後輩（次の担当者）へのメッセージ

・魚醤油のかきまぜのときは手袋をつけよう（手がかゆくなる)。制服ではかきまぜをしないほうが

よい。虫（ハエ）に気をつけよう。

・魚醤油の状態（日付・におい・色など）の記録を細かくとっておいたほうがよい。また、写真も

作業のたびにとっておいたほうがよい。

．成分分析のためのサンプルは、仕込みを行ってからすぐ採り始めたほうがよい。

・魚醤油の樋類がわからなくなるので、混ざらないようにしよう。

・発表では、lⅢく人の年代などを考えて、わかりやすく説明することが大切・
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アンケート結果

宇久島全休で活性化を目指すために、保職者や小学生、中学生、地域の方々など(約200名)に向けて発表会を行い、アンケ
－卜を実施した。

UkuLaboの活動を通して、宇久島の良いところを沢山見つけることができた。

,ふるさと宇久島への関心が強くなり、大人への刺激になっていると思う。

．「おもしろさjと「わかりやすさ」のある発表だった。

,「島のために何ができるか」という気持ちがあり感動的だった。

･生徒の中からいつの日か宇久島に戻り、島を活性化させる人材が出てきてほしい。

･子どもを宇久高に入学させて良かった。宇久高だからできることですね。

･宇久の子どもとしての誇りと自信を持ってほしい。すばらしい取り組みだ。

．楽しく宇久島のことを考える機会を与えてもらった。

･宇久島を愛する気持ちがよく伝わってきた。

．おおげさではなく「日本に世界に誇れる発表」

,大人が見習うべき点もたくさんあると感じた。ハイレベル。

'魚醤油をつくってみたい。

･来年の発表会も絶対行きたいと思った。

･宇久をPRするために沢山の活動をしていることがよく分かった。

･魚醤油を2種類もっている。おいしかったのはガンガゼの魚醤油。

，聞き手を飽きさせないエンターテイメント性のある発表だった。

．少ない人数でも熱心に取り組んでいてすばらしい。

･漁師が取り組めるイベントを研究してみたい。

･民泊・旅館業・漁業の活性化の研究に取り組んでほしい。

･宇久の産業や空き家の活用をしてほしい。

‘神浦トンネルで消えかかっている絵の保全（復元）などの提案をしてほしい。

･海洋ゴミに関する取り組みをしてほしい。

･YouTubeなど取り組んでみては？
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｢宇久島PRに向けた地域活性プロジェクト」

その2観光客誘致に関する取組(観光雑誌編集とこれからの取組）

長崎県立宇久高等学校普通科3学年
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団体名3年カミングジェネレーションプラン班

発表題目宇久島PRに向けた地域活性プロジェクト

～観光客誘致に関する取組（旅行雑誌編集とこれからの取組）～

指導者名川口恭子、辻尾祐介、宮崎仁史、磯野史子

生徒氏名令和元年度3年生6名

内野真菜、川端智、中村紘輔

中村桃子、平田糊、横山佳祐

他平成30年度卒業生10名
出典（海風舎・隔月刊「脇へ｡jm号）

研究発表要旨

1．研究の動機

私たちが住む宇久島では、少子高齢化が進み、人口の半分以上が65歳以上の高齢者である。また、高校卒業後

には島を離れる生徒がほとんどであり、若者の流出は喫緊の課題である。このような現状のもと、雑誌を通して

多くの人に｢宇久島の魅力を知ってもらい宇久島の活性化を図る」ことをねらいとして、海風舎の全国版雑誌『島

へ｡』の執筆に取り組むこととした。この活動を通して高校生は、雑誌『島へ｡』を発行する海風舎と一般社団法

人3710Lab(みなとラボ）の皆さんにご指導をいただきながら、自らの手で、カメラマンや記事デザインなどの

雑誌作成の全工程を手がける。このことにより、高校生自身が宇久島の魅力を再発見すると共に、地域のよりよ

い未来を創造する足がかりとすることが期待できる。また、その研究を引継ぎ、宇久島滞在型旅行プランの開発

とそのPR動画作成に取り組んでいる。

2．研究計画

【平成30年度3年生】

第1回ワークショップ（4月12日）・島生活を考える．企画考案

第2回ワークシヨツプ（5月24日）・記事分担・レイアウト

講話「宇久島について」（5月30日）・宇久島の産業・歴史・文化について・宇久島の魅力と課題

第3回ワークシヨツプ（6月7日）・取材テーマの選定・取材先の選定・取材先の予約

第4回ワークシヨップ（8月1．2日）・取材の実施・原稿執筆

第5回ワークショップ（10月8日）・紙面のレイアウト・文章の推敵

産業祭（11月11日）・パネル作成・販売予約・宣伝

【令和元年度3年生】

UkuLabo事前学習会①(3月13日）・九州を訪れる観光客に関する各種統計・旅行プランの検討

UkuLabo事前学習会②③(3月1!'日26日）・五島神楽について

取材活動（5月15日）・宇久島の「食」について

3．研究活動

（ 1）旅行雑誌編集．

①テーマ設定・島生活を考える．企画考案・記事分担・各記事レイアウト

②取材活動・取材テーマの選定・取材先の選定・取材先の予約

【魚醤・神楽・かんころもち・インスタ映えスポット・魚・捕鯨】

③執筆活動・紙面のレイアウト・文章の推鼓

④PR広報・文化祭(CM作成)産業祭(PR広報パネル作成、宣伝、販売予約-58冊）

･各新聞社記事掲載【離島経済新聞・長崎新聞・西日本新聞】）

（2）旅行プラン開発

①事前学習・観光に関する各種統計の収集と分析・五島神楽について

②取材活動・取材テーマの選定・取材先の選定・取材先の予約【宇久島の「食」について】

4．成果と課題

･講話や取材を通して、宇久島が抱える課題や魅力について自らの問題としてより深く考えることができた。

･不特定多数の読者に宇久島の魅力を伝えるという視点のもと、テーマ設定、取材、記事の執筆、レイアウトを

自ら手がけることで、雑誌作成の過程を知ることができた。

･雑誌作成の経験を広報活動やその他の活動に活かすことができた。

今後、成果を行政などと共有したり、具体的な宇久島滞在型の旅行プランの開発を通して、島の更なる

活性化につなげたい。
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付録3年カミングジェネレーション班

カミングジェネレーション班～「宇久島の未来をつくるプロジェクト」～について

☆カミジェネ班とは☆

「カミングジェネレーション」とは、「次の世代」という意味を指します。

いよいよ宇久島を離れ、次世代を担っていく私たち3年生が－から宇久島を

見つめ直し、活性化を図る取り組みです。

☆活動内容☆

一

今回は、日本で唯一の島マガジン『島へ.』に掲載する宇久島特集を作成し

ました。3710Lab(みなとらぽ）の方々に協力していただきながら、記事に取り上げる

題材決定から取材、編集作業に至る全工程を行いました。限られたページの中で、「自

分たちが島外の人に知ってほしいこと」や「伝えたい宇久島の魅力」のすべてをまとめ

るのは容易ではありませんでしたが、生まれ育った宇久島を別視点から見つめる良い

機会となりました。

☆講師の先生方☆

＊熊本鷹一さん／海風舎発行『島へ.』の編集者

＊北′悟さん／一般社団法人3710Lab代表理事

＊田口康大さん／東京大学海洋教育促進研究センター特任講師、3710Lab理事

＊吉村雄大さん／「スタジオ・プントビルゴラ」のデザイナー

第1回ワークショップ（4月12日）

名前宮I崎風香

ツ

幽一＝

名前辻まこと

第1回ワークショップでは、自己紹介から始まり、雑誌『島へ』についての説明を受けました。

また、「島って何だろう」という講師の方の質問に対して島のあり方、現状など、それぞれの考えを共有し

合いました。日本の島の数や人口、領土問題、文化継承、新制度など、様々な考えが挙がり、「島は多様な役

割を担っている」ということを学びました｡そして､私たちが住む｢宇久島｣をテーマに宇久島のいいところ、

好きなところ、そして宇久島が抱える問題などを話し合い、宇久島の未来を担う私たちにとって、宇久島につ

いて考え直すとても貴重な経験となりました。

授業の後半では､宇久島特集の記事作成のためのテーマやプロジェクト名について検討しました｡その結果、

「宇久島の未来をつくるプロジェクト」をテーマに、活動していくことが決まりました。3年生は、初めての

試みに不安と期待を抱きながら、雑誌作りがスタートしました。
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付録3年カミングジェネレーション班

第2回ワークシヨツプ（5月24日）

名前川上桃子

雑誌作りをするにあたって、それぞれが考えていることを「誌面にどう落とし込んでいくか」を検討するた

めに、デザイナーである吉村雄大さんのご指導の元、「ラフレイアウト作り」を行いました。

ラフレイアウト作りとは、誌面を仕上げていくための「最初のたたき台」を作る作業工程のことです。

まず、取り上げるテーマを決め、「何を伝えたいのか｣、「どう表現したいのか」を考えました。テキストや

写真を選びそれを厚紙に並べ、それぞれ雑誌の誌面を作るという作業をしました。全員が初めての経験で、テ

キストや写真の位置、分量など、試行錯誤しました。しかし、アドバイスをいただきながら、自分の中に生ま

れたアイデアを表現しようと、積極的に作業に取り組むことができました。

出来上がったラフを示しながら、「何を伝えたいのか｣、「工夫した点｣、「レイアウトのかたち」についての

説明、意見交換をしました。それぞれが作成したラフを見てみると、情報を豊富に散りぱめているもの、写真

やテキストの分量のバランスがうまくとれているものなど､各自がどう表現したら、相手に伝わるのかを踏ま

えてうまく作ることができたと思います。

】

講話「宇久島について」（5月30日）

名前宮崎風香

『島へ.』の雑誌の誌面作りを始める前に、佐世保市宇久行政センター産業建設課課長永島清治さんを講

師としてお招きして、宇久島の現状をお話していただきました。

<学んだこと〉

☆宇久島が現在行っている取り組み☆

＊カフェ(あられ茶房）＊水産加工場(黒潮鮮魚店）

＊オリーブ事業＊宿泊施設のリフォーム(丸金）

＊民泊事業の充実(現在20件）＊ふるさと納税商品作成

☆宇久島の抱える課題☆

＊進学、高齢者の死去等による、急激な人口減少

＊イノシシによる被害の増加

＊マダラカミキリムシの大量発生に伴う枯れ松の増加

＊「民泊事業」や「島暮らしの体験事業」などの取り組みが浸透し

ていない。

☆宇久島の魅力☆

＊伝統行事(祇園祭、ひよひよ祭り、おくんちなど）＊豊かな自然
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付録3年カミングジェネレーション班

|第3回ﾜー ｸｼﾖﾂﾌ゚ （6月7日）
名前浦吉類

前半は、四人の識師と「宇久島の問題について話し合う」

〈話し合いの内容と成果〉

☆宇久島の問題☆

＊遊べる場所や働くところがない

＊宇久島に注文した商品が届くのが遅いなど

をテーマにワークショップを行いました。

☆宇久の未来を考えて不安に思うこと．感じること☆

＊宇久島の人口がさらに減少して、無人島化

＊イノシシの繁殖が増えて、襲われたり、農産物が食べられた

りしてしまう。

＊太陽光発電の設置により、人口が増加して、治安の悪化など

☆宇久島の未来のために自分たちができること☆

＊宇久島のPR．一回島外へ出ても、いずれ帰ってくること

＊宇久島に住んでいる時間や地域の人たちとの繋がりを大切にすること

＊宇久島の活動に積極的に参加することなど

後半は、コースに分かれて次のように、それぞれの活動を行いました。

☆理文l…雑聴原稿の訂正

☆文II…取材先決め一アポ決め→取材先へ事前打ち合わせの電話

|第4回ﾜーｸｼﾖﾂﾌ゚（8月1．2日）

☆インタビュー☆

1日～2日の2日間で､かんころ餅を作っている榎さんや漁協支所長の里村

さんなど5名の方にインタビュ三を行いました｡読者に伝わる執筆にするため

に、具体的な質問をすることを意識してインタビューを行いました。

☆インスタ映えページ用の写真撮影☆

大浜海水浴場などの有名な絶景スポットを中心に､その他島民だからこそ知

っている絶景スポットを7箇所ほど回り、写真撮影をしました。背景を変えた

り、遠近法を利用したりするなどさまざまな工夫をして、宇久島ならではのイ

ンスタ映え写真を撮ることができました。

☆記事のデザインと執筆活動☆

2日間ともインタビュー・写真撮影後に、執筆活動を行いました。それぞれ

の担当の記事を書くことは初めてだったので､書き始めはなかなか筆が進みま

せんでした。しかし編集者の方から頂いたアドバイスを踏まえて執筆すること

で、読み手に伝わりやすい文章を書くことができました。

『

名前竹村太斗
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付録3年カミングジェネレーション班

ｌ
‐第5回ワークショッブ(10月8日）

名前平田明日香

講師2人をお招きして、私たちが作成したラフを再度見直す作業をしました。

誤字脱字や、レイアウトのミスなどをみんなで意見を出して訂正し、完成したときに読者の方が見やすいよ

うにしました。また、記事の内容について、取材先に再度電話で確認をしたり、新たな取材先にインタビュー

をしたりしました。

最初に、原案を見たときに、自分たちが作り上げたものが雑誌になるという実感と喜びが湧くとともに、間

違いがないように正しく情報を伝えなければいけないという責任感が高まるのを感じました。

今回のワークショップでは、自分が何を伝えたいかによって文字や写真の大きさやデザイン、また、文章構

成を工夫することで､読者に伝えたいことをよりわかりやすく伝えることができることを再確認しました。ま

た、講師の方や周りの人と協力しながら作成することで、違う視点から記事を推敵し、より読者の興味をひく

ような記事になったと思います。今回の雑誌作りを通して、人に自分の思いを伝えることは難しいということ

を感じました。
ー.

I‘』
ET 「

一

産業祭（11月11日）

名前・浦吉潮

産業祭りにおいて､三年生の文||コース六名は三年生全員でルポ作りに参加した雑誌｢島へ.」の予約受付、

ファッションの授業で作成した浴衣の提示、学校生活の紹介をしました。

☆感想☆

＊購入予約をしてもらえるように、活動の内容を説明した。説明するのは難しかったが楽しかった。

*PRを工夫していたらもっとお客さんが予約してくれたのかもしれないと思った。

＊予約を取るだけでなく、学校生活の様子などをポップに紹介することでよりお客様を集めることが

できた。

＊宇久高校の出来事や浴衣も一緒に展示することで多くの方が立ち止まって見て下さっていた。

＊私たちの取り組みについて質問をして下さる方もいて、その質問に対してしっかり答えることがで

きた。

＊予約が主な目的だったが、宇久高校の出来事や浴衣も一緒に展示することで多くの方が立ち止まっ

て見て興味をもってくれるような展示物を作ることができた。
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付録3年カミングジェネレーション班

PR/広報 離島経済新聞(2018年6月22日）掲滅

｢言＝重司

【島News】長崎・宇久島の高校生が地元を取材．雑誌掲載を通し

て郷土愛を育む

2018年は宇久島でプロジェクトを実施
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付録3年カミングジェネレーション班

’長崎新聞（2018年12月15日掲載） 西日本新聞（2019年1月11日掲載）
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UkuLabo生徒報告書 3年カミングジェネレーション班

①発表会をしてみての気づき。反省

【理Ⅱ文I(ステージ発表をしていない生徒)】

・見てもらう方にわかりやすく伝えるために工夫が必要で、たくさんの時間や労力が必要なのかが見

ていて分かった。

・見る人が飽きないようにお笑いやキャラクターを入れるなどして楽しく、かつ分かりやすく発表し

ていたので、とてもよかったなと思った。

【文Ⅱ（ステージ発表をした生徒)】

・活動した複雑な内容を、人前で分かりやすく飽きさせずに伝えることは楽しいと思えた。

・練習をすればするほど発表が良くなったので、練習あるのみだなと思った。

・最初は、上手く伝えることができるか不安だったけど、みんなで協力して活動することができたの

で、本番では今までで一番良い発表になった。

・1つのものをみんなで創り上げる楽しさを知った。

・パワーポイントの使い方をより学べ、プレゼンテーション能力が向上したと思う。

．分かりやすい発表にするために、文字はなるべく大きくし、発表内容を厳選して、アニメーションを

工夫することが大切だと思った。

②アンケート結果を受けての気づき。反省
・年齢を問わず、みんなを楽しませるプレゼンテーションができた。

・一般の方のアンケートで、好評だったので､今までの自分達がやってきたことに誇りを持って、これ

からも色,々なことに挑戦していきたいと思った。

・小中学生のアンケートで、UkuLaboで何をしているか知ることができたという意見があったの

で、小中学生にも分かりやすく伝えることができた。今後の小中学生の活剛に期待したいと思っ

た。

・情報量が多くて、少し早口になってしまい、分かりづらいこともあったと思った。

③今後に生かしたいこと

･自分は文Iコースだったので、取材や記事作りの大半をすることができず、少し残念に思ったが、大

学進学後、3710l.al)の人達と自分が企画したことを材料に、もう一度、活動したいという思いに駆ら

れた。

･島に帰ってくるきっかけをつくりたい。

･活性化させる案を提案するだけでなく、実際に自分たちで動きたい。

oUkuLaboで得たものを、卒業後の進路先での十分に生かしていけるように頑狼りたい。

･今後の人生で、Ukul.ahoで身につけた力を発郷したい。

･卒業後も何らかの形でUkuLaboに関わっていきたい。

④後輩（次の担当者）へのメッセージ
・お互いに意見を出し合うことで、活動が充実するし、万いの学びや気づきになります。

．明るく楽しい発表をして、ます~ますUkuLaboと宇久島を活性化してほしいと思います。

・観ている人が楽しめるように、自分達自身が、糊極的に楽しんで表現することが大切です！

・宇久島がこれからも活性化していけるように、できることを頑張ってください11
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付録令和元年度3年カミングジェネレーション班

UkuLabo事前学習会①(3月13日）

名前中村紘輔

1回目のUkuLabo事前学習会では、宇久町観光協会の桧垣さんにお越しいただき、訪日する

外国人の目的や実際に宇久島で行っている観光客向けの体験ツアーについての説明を受けました。その

結果、訪日する外国人には「自然景観｣、「神社．,仏閣」などが人気があり、加えて日本の地方や日常文

化に関心があることが分かりました。その後、宇久島のパンフレットなどを参考に訪日する外国人向け

の体験型ツアーにふさわしいアクテイビティについてアイディアを出し合いました。これを踏まえ、宇

久島ならではの外国人向け観光ツアーの作成に取り掛かりました。
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’UkuLabo事前学習会②(3月19日）
名前平田期

外国人向けの観光ツアーを作成するにあたって､体験できるアクテイビテイの案として意見が出た宇久神楽
（宇久島に伝わる五島神楽の1つ）について学びました。五島神楽は、国重要無形民俗文化財に指定されてお

り、島の貴重な文化の1つであるため、七日間の体験ツアーのメインとして五島神楽を第一候補としました。

この日も講師としてお越しいただいた宇久町観光協会の桧垣さんからさらなる資料をいただき、外国人は

何に興味があるのかを、資料を基に考えるなど色々な説明を聞くことができました。話を聞く中で「現地の歴
史」・「遺産にふれる」などの旅行を楽しむ外国人がいるとおっしゃっていました。

複数の体験ツアーの中から何が外国人の興味を引きつけるのかを考え､七日間の体験ツアーの中身を具体的

に考えていきました。

④に
画
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UkuLabo事前学習会③(3月26日）

名前中村桃子

メインの五島神楽について、新たに講師として平田さんにお話をお聞きしました。宇久神楽には宇久島流と

神島流があり、平田さんは神島流の後継者です。五島神楽のビデオも拝見させていただきました。

この日は、各自が事前に考えてきた神楽に関する質問を、平田さんに聞くことができました。「一般の家系

の人でも神楽を行えるのか」と言う質問に対し「昔は神社に仕える家系の人しか出来なかったが、今は人口も

減少しており後継者を作るという意味でも一般の方でも出来る」というような基本的な事柄から、神島流神楽

の現状まで、さまざまなことを学ぶことができました。また、「外国人の方でも神楽を行うことができるのか」

と言う質問に対して、すでに観光客に向けての体験を行っており、その中でも「どなたでも体験を出来る。外

国の方や、宗教が違う方でも可能である」との返答をいただきました。これを踏まえて、字久神楽を七日間の
体験ツアーのメインに据えることとしました。

|塵
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付録令和元年度3年カミングジェネレーション班

|取材活動（5月15日）
名前中村紘輔、平田湖

宇久島のお食事処「あられ茶房」さんと「レストハウスもりた」さんを訪問させていただき取材を行
いました。

あられ茶房さんでは店を訪れる観光客の方についてお聞きしました。安くてボリュームのあるものを

好む島民の方に対し、あられ茶房さんにいらっしゃる観光客の方には魚を楽しむ人と島の特産品を使っ
た料理を楽しむ人の2つに分かれるそうです。また、観光客の方は宇久島に限らず離島に興味があり来

た人が多いとおっしゃっていました。

あられ茶房の経営者である柿田さんに、過疎化が進んでいる宇久島で店を開こうと思った理由を伺う

と、衰退している故郷を助けたいとの返答が返ってきました。そして、自分の料理を宇久に来た観光客
の方の記‘億として持ち帰ってもらい、また来店してもらいたいとのことでした。
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レストハウスもりたさんでは、レストハウスもりたさんの開業時のことや島の現状についてお話をお

伺いしました｡話を聞く中で､「なぜお店を開こうと思ったのか｣という質問をさせていただいたところ、

元々は福岡で店を営んでおり、島での出店募集を目にし、応募したところ当選し、宇久島で店を開くこ

とになったとの返答をいただきました。

また、島の現状として、島の人口の減少にともなって、お店に来られるお客さんの数も減ってきてい

るとおっしゃっていました。

外国人の観光客が来たときに通訳がいないということから、島民の方から通訳が出来る人を募集し外

国人の観光客が来た際に柔軟に対応できるようにしてはどうかとのことでした。
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【まとめ】

島のお食事処2軒を訪問させていただき、宇久島を訪れる観光客の特徴や今、島が抱えている問題に

ついて詳しく知ることができました。ツアープラン作成時の参考とさせていただくこととしました。
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